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D 140 慣 用 色 名 の 認 識 と生 活意 識 と の 関連 につ い て（ 沖 縄 の 認識 ）

文 化 女 大 家 政　　 盛 田 真 千 子

目 的： 慣 用 色 名 は 、 色 み の 伝 達 と 共 に 人 間 の 文 化 や 歴 史 的 な も の まで イ メ-   ジ す る こ と

か で き る。 そ の 半 面 、 色 名 に よ る 方 法 は 、 色 み の 色 域 か あ い まい に な る と 言 わ れ る 。　し か

し 、 生 活 に 密 着し た 色 名 の 中 に は、 男 女 の 差 な く 精 度 の 高 い 色 名 もあ る。 ま た女 性 の方 か

や や 多 く の 色 名 を 認 識 し 反 応 率 も 高 い（ 本 大 会 第41 回 、 第42 回 ） 。 そ こ で 本報 は、 生 活 環

境 か 慣 用色 名 の 認 識 に 影 響 して い る か 、 沖 縄 県 の 女 子 を対 象 に 検 討を 試 み た。

方 法： 沖 縄県 那 覇 市 近 郊 に 在 住 す る 女 子（16 －18 歳 ） を 対 象 に、 質 問 紙 によ り1990 年12

月 、 ア ン ケ ート 調 査を 実 施し た。 調 査 に お け る、 呈 示 色、 光 源 及 び方 法 は 、 前 回 の調 査 と

同 様 で あ る か、 慣 用色 名 を問 う 項 目 の 色名 は 、JIS Z 8102 よ り 捕 出し た102 語 （83 語 が 前

調 査 と同 一 。 色名 の由 来 が 植物 に関 す る も の17 語 。jis  以 外２ 語） と、 生 活 環 境 の24 項 目

につ い て 解 答 し て もら っ た。 慣 用 色 名 の項 目 は 、 単 純集 計 で 反 応 色 域 を みっ け 、 生 活 環 境

の 項 目 で は 、 因 子 分 析（ 固 有値1.0  以 上 、 バ リマ ッ ク ス回 転 ）を 行 い 、 基 本 的 因 子 と 因 子

得 点 を 求 め 、 慣 用 色 名 の 認 識 と の 関 連 につ い て 考 察 し た 。

結 果： 慣 用 色 名 に お い て 、 認 識 さ れ て い る 色 名 は71.  5％ （ だい だ い・ 藍 色・ 朱 色･  濃 あ

い・･ 寸　） 、 また 認 識 か あ い まい な 色 名 は16.  79(S    （ え び茶・ 古 代 紫・ 藍 鼠･ 青 竹 色‥・ ） で

あ っ た。 認 識 さ れ て い な い 色 名 は 、I  I. 8％ （ ラ イ ラ ッ ク・ マ ル ーン・　と き わ色・ オ ー キ ッ

ド ‥.  ） で あ っ た 。 生 活 環 境 で は。10 因 子 の 基 本 的 因 子 か 抽 出 さ れ た。 そ の累 積 寄 与 率 は

69. 4 ％ で 、 環 境 保 護 関 心 性 、 デ ザ イ ン 評 価 性 、 植 物 へ の 関 心 性 か 強 く、 色名 の 認 識 に は 大

き な 影 響 を 及 ぼ し て い な か っ た 。


